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≪今月の表紙≫ 

型染め「ペンギンズ」 

中学 3 年 小熊 乙羽さん 
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今号の内容 

 
 

【特集】 

 

美術部「年賀状のイラストレーション」 

家庭科「中３ あなたのための〇〇な献立・ 

           調理実践レポート」 

美術  「高２ 画家レポート」 

 

 

【連載】 

 

67 回生 齊藤百恵「アイルランド留学記」 
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

令
和
２
年
の
新
春
、
美
術
部
員
に
よ
る
年
賀
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
ご
挨
拶
い
た
し
ま
す
。 

新
年
を
迎
え
る
わ
く
わ
く
し
た
気
持
ち
や
新
た

な
決
意
が
伝
わ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。 

皆
様
に
と
っ
て
も
素
晴
ら
し
い
１
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

「
美
術
部 

年
賀
状
の 

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
」 
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A さんの作品 
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S さんの作品 
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H さんの作品 
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I さんの作品 
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I さんの作品 
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「
中
３ 

あ
な
た
の
た
め
の
〇
〇
な
献
立
・ 

 
 

 
 

調
理
実
践
レ
ポ
ー
ト
」 

授
業
で
栄
養
素
を
学
ん
だ
後
、
生
徒
た
ち
そ

れ
ぞ
れ
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
献
立
を
考
え
ま
し

た
。
想
定
し
た
《
誰
か
》
が
必
要
な
栄
養
を
取

れ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
献
立
の
中
か
ら
１
品
以
上
を
作
成
す
る
こ
と

が
長
期
休
暇
の
課
題
で
し
た
。
エ
コ
に
も
配
慮

し
て
調
理
し
て
い
ま
す
。 

お
い
し
そ
う
な
匂
い
が
漂
っ
て
き
そ
う
な
イ

ラ
ス
ト
や
写
真
が
満
載
の
レ
ポ
ー
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

 

授
業
で
栄
養
素
を
学
ん
だ
後
、
生
徒
た
ち
そ
れ

ぞ
れ
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
献
立
を
考
え
ま
し
た
。
想

定
し
た
《
誰
か
》
が
必
要
な
栄
養
を
取
れ
る
よ
う

に
工
夫
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
献
立
の
中

か
ら
１
品
以
上
を
作
成
す
る
こ
と
が
長
期
休
暇

の
課
題
で
し
た
。
エ
コ
に
も
配
慮
し
て
調
理
し
て

い
ま
す
。 

素
敵
な
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
が
満
載
の
レ
ポ
ー

ト
。
美
味
し
そ
う
な
匂
い
が
漂
っ
て
き
そ
う
で

す
。 

「
中
３ 

あ
な
た
の
た
め
の
〇
〇
な
献
立
・ 

 
 

 
 

調
理
実
践
レ
ポ
ー
ト
」 
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Ｇさんの考えた献立 

「いとこのための体が丈夫になる料理」 

チーズ包み上げの調理実践（次ページ） 
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Ｇさん 

チーズ包み上げの調理実践 
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Ｓさんの考えた献立 

「父のためのガッツリ洋食」 

キャロットラペの調理実践（次ページ） 
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Ｈさんの考えた献立 

「仕事で疲れた母のための元気がでる献立」 

野菜のテリーヌの調理実践（次ページ） 
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Ｈさんの考えた献立 

「兄のための野菜の取れる献立」 

生姜焼きの調理実践（次ページ） 
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Ｔさんの考えた献立 

「父のためのヘルシーな満腹料理」 

豆腐ハンバーグの調理実践（次ページ） 
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Ｎさんの考えた献立 

「父のための塩分控えめメニュー」 

シチューの調理実践（次ページ） 
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Ｓさんの考えた献立 

「弟のための中学生に重要な栄養満点献立」 

献立全ての調理実践（次ページ） 
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Ｈさんの考えた献立 

「友人のための手早く食べられる朝ご飯」 

サンドイッチの調理実践（次ページ） 
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Ｏさんの考えた献立 

「兄のためのスタミナ系献立」 

味噌汁の調理実践（次ページ） 
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Ｋさんの考えた

「自分ための 

苦手克服・ 

健康的な献立」 

献立全ての調理実践 
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Ｎさんの考えた

「母のための 

誕生日おめで 

とうランチ」 

献立全ての調理実践 
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Ｏさんの考えた

「妹のための 

野菜克服料理」 

献立全ての調理実践 
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Ｓさんの考えた

「“推し”（アイ   

ドル）のための

栄養バランスの

取れた映える 

食事」 

献立全ての調理実践 
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近
代
の
西
洋
美
術
絵
画
史
を
学
ん

だ
後
、
一
人
の
画
家
を
選
び
、
作
品
の

模
写
と
レ
ポ
ー
ト
で
そ
の
人
物
に
迫

り
ま
す
。
漠
然
と
眺
め
て
い
た
有
名
な

絵
画
も
、
そ
の
描
き
方
を
追
体
験
し
、

描
い
た
人
物
の
歩
ん
だ
人
生
を
調
べ

た
後
で
は
味
わ
い
も
変
わ
り
ま
す
。 

今
回
は
画
家
の
人
生
と
画
業
を
ま

と
め
た
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。 

「
高
２ 

画
家
レ
ポ
ー
ト
」 
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上
智
大
学
文
学
部
新
聞
学
科
に
在
籍
し

な
が
ら
交
換
留
学
生
と
し
て
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
の
ダ
ブ
リ
ン
に
あ
る

D
u

b
lin

 
C

ity 

U
n

iversity

に
通
う
、
６
７
回
生
の
齊
藤

百
恵
さ
ん
の
連
載
第
３
弾
で
す
。 

今
や
世
界
中
に
広
ま
っ
た
「
ア
イ
リ
ッ

シ
ュ
・
パ
ブ
」
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
「
ギ

ネ
ス
ビ
ー
ル
」。
今
回
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

を
語
る
上
で
は
ず
せ
な
い
、
パ
ブ
文
化
の

お
話
で
す
。 

「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
留
学
記
」 
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みなさん、こんにちは。そして、明けましておめで

とうございます。年末年始はいかがお過ごしでした

か？ 私ははじめて海外で年越しをしました。ダブリン

は大晦日の夜に街で大きなカウントダウンイベントが

あり、コンサートが行われたり花火が打ち上がったり、

とても賑やかでした。 

しかし、今は冬休み期間でほとんどの学生は実家に

帰ってしまうので大学構内はとっても静かです。特に

私が住んでいる大学内の寮はフラットメイトが帰省し

てしまい寂しいです。寮の周りも、いつもは構内にあ

るパブが学生で賑わっていて、毎晩のようにパーティ

をしていて騒がしいくらいなのですが、今はあまりに

も静かであの騒がしさがなんだか恋しいです。 



52 

 

  

Dublin City University 
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ところで皆さん、パブってご存知ですか？簡単に言

えば居酒屋みたいにお酒を飲むところです。アイルラ

ンドはパブ文化が非常に浸透していて、アイリッシ

ュ・パブが街のいたる所にあります。（たぶんコンビニ

よりも多いくらいです）先ほども書いたように大学の

中にもあって、授業終わりに毎日学生がお酒を飲みに

行きます。私が通う上智大学ではお酒の持ち込みは厳

禁なので最初はかなり驚きました。 

ほとんどのお酒がパイントグラス（約 500 ㎖）で提

供されます。私は毎回飲みきれないことがほとんどで

すが、アイリッシュの皆さんは平気で何杯も飲んでい

ます。 

 

 

 

 



54 

 

  

Dublin City University 
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アイルランドのパブに欠かせないのはギネスと呼ば

れる黒ビールです。先月、私の母がダブリンに遊びに

来た際に、ギネスビールの工場、ギネス・ストア・ハ

ウスに遊びに行きました。ダブリンの中でおそらく一

番人気の観光スポットなので、展示にもかなり気合が

入っています。中でも特に面白かったのが、ギネスの

広告の歴史に関する展示。自転車を漕いでいる気味の

悪い魚のオブジェには“A WOMAN NEEDS A MAN 

LIKE A FISH NEEDS A BICYCLE ”というキャッチコ

ピーがついているのですが、どういう意味か分かりま

すか？ これ、「魚が自転車を必要としないように、女

も男を必要としない」という意味なんです。ビールの

広告なのに皮肉が込められていて感心しました。 
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新年最初の留学記がビールの話になってしまってす

みません。でもアイルランドを語る上ではパブもギネ

スも欠かせないのです。もしダブリンにいらっしゃる

機会があれば、ギネス・ストア・ハウスに遊びに行っ

てみてくださいね。ここでは試飲もできますが、お酒

は 20 歳になってからですよ！ 

 


